
対象者 基準額に対する割合 人数（人）

市町村⺠税世帯非課税者で老齢福祉年金受給者 ※12,720円
生活保護受給者
市町村⺠税世帯非課税者で公的年金等収入額とその他の合
計所得金額との合計額が80万円以下の方

※25,440円

（2,120円）
※41,340円

（3,445円）
54,060円

（4,505円）
63,600円

【基準額】
（5,300円）

76,320円
（6,360円）

82,680円

（6,890円）
95,400円

（7,950円）
108,120円

（9,010円）
120,840円

（10,070円）
127,200円

（10,600円）
139,920円

（11,660円）
152,640円

（12,720円）
合 計 17,411※印＝令和3年度〜公費投⼊により、保険料額を軽減しています。

1.5

第7段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が120万円以上200万
未満の方 1.3

第11段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が600万円以上800万
円未満の方

419

164

101

3,120

3,200

2,458

1,323

578

298第13段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が1,000万円以上の方

第12段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が800万円以上1,000
万円未満の方

第5段階
市町村⺠税本人非課税者で第4段階に該当しない方

第6段階 市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が120万円未満の方

保険料年額（月額)

第2段階
市町村⺠税世帯非課税者で公的年金等収入額とその他の合
計所得金額との合計額が80万円を超え120万円以下の方

第1段階

第3段階
市町村⺠税世帯非課税で第1段階または第2段階に該当しな
い方

（1,060円）

1.2

1

第9段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が300万円以上400万
円未満の方 1.7

第8段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が200万円以上300万
円未満の方

2

2.2

2.4

第10段階
市町村⺠税本人課税者で合計所得金額が400万円以上600万
円未満の方 1.9
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市町村⺠税本人非課税者で公的年金等収入額とその他の合
計所得金額との合計額が80万円以下の方

0.85

0.65

0.4

0.2

第4段階

1,594

1,154

1,084

1,918

４
億
円
で
、
月
６
５
０
円
引
下
げ
を

「介
護
保
険
の
負
担
が
大
変
」
限
り
あ
る
年
金

で
く
ら
す
高
齢
者
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

12
月
15
日
～
１
月
15
日
ま
で
、
第
９
期
介
護
保

険
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

保
険
料
引
き
下
げ
、
減
免
制
度
の
拡
充
な
ど
市

民
の
声
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

《
左
表
》
は
第
８
期

の
保
険
料
で
す
。
こ
の
３
年
間
で
、
４
億
円
の
基

金

（貯
金
）
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
使
え
ば
、

今
後
３
年
間
、
１
万
７
４
１
１
人
の
加
入
者
に
月

約
６
５
０
円
の
引
上
げ
が
可
能
で
す
。

お
金
が
な
い
と
入
所
で
き
な
い

碧
南
市
の
65
歳
以
上
１
万
７
４
１
１
人
の
48
％
は
非

課
税
者
で
す
。
所
得
第
１
段
階
は
生
活
保
護
水
準
。
１
，

５
９
４
人
の
う
ち
生
活
保
護
受
給
者
は
１
３
５
人
で
す
。

第
２
段
階
は
年
金
月
10
万
円
以
下
１
，
１
５
４
人
。

碧
南
市
の
介
護
保
険
料
利
用
料
の
減
免
制
度
の
対
照
は

こ
こ
ま
で
で
す
。
他
に
も
申
請
条
件
が
あ
り
、
持
ち
家

が
ど
う
か
、
貯
金
は
80
万
円
以
上
あ
る
か
？
な
ど
生
活

保
護
申
請
以
上
の
過
酷
な
も
の
で
す
。
第
５
段
階
ま
で

は
、
月
10
万
円
以
下
の
非
課
税
者
で
、
合
計
８
，
４
９

８
人
は
、
介
護
入
所
施
設
を
お
金
が
な
く
て
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
減
免
制
度
を
拡
充
し
対
象
に
出
来
れ
ば
施
設

入
所
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
年
金
天
引
き
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
除
外
は
ヒ
ド
イ
!!

碧
南
市
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
介
護
認
定
や
サ
ー
ビ
ス

検
討
の
困
難
事
例
を
市
直
営
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
困
難
事
例
の
多
く
は
、
認
知
や
寝
た
き
り
で
自
宅

介
護
が
難
し
く
な
っ
た
1
人
く
ら
し
の
方
。
お
金
の
支

払
い
が
不
能
と
し
て
施
設

入
所
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
公
的
保
険
制
度

で
保
険
料
は
年
金
天
引
き

（年
額
18
万
円
以
上
）
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
入
所
サ
ー

ビ
ス
が
事
実
上
除
外
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
不
当
で
す
。

国
市
は
低
所

得
所
軽
減
を

２
０
２
１
年
度
か
ら
、

１
～
３
段
階

へ
の
保
険
料

軽
減

《
※
印
》
が
日
本
共

産
党
の
国
会
質
問
で
実
施
。

３
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

国
は
、
こ
の
廃
止
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
年
か

ら
高
齢
者
控
除
10
万
円
引

下
げ
で
増
税
。
緩
和
措
置

が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
廃
止
検
討
中
。

日
本
共
産
党
は
、
存
続

求
め
て

一
般
質
問
で
が
ん

ば
り
ま
す
。

傍
聴
に
来

て
く
だ
さ

い
。
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臨
海
対
策
特
別
委
員
会

視
察
報
告

岡
本

守
正

11
月
1
日
２
日
に
、
千
葉
県
木
更
津
と
横
浜

市
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

千
葉
県
木
更
津
港
湾
耐
震
岸
壁

木
更
津
港
湾
は
木
更
津
南
部
地
区
、
君
津
地
区
、

富
津
地
区
と
3
市
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
見
学
は
、
富
津
市
新
富
公
共
岸

壁
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

富
津
埠
頭
岸
壁
は
Ｆ
岸
壁
、
Ｅ
岸
壁
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
岸
壁
が
あ
り
、
延
長
１
，
４
７
７
ｍ
あ
り
ま

す
。
Ｆ
岸
壁
１
３
０
ｍ
が
耐
震
岸
壁
に
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
富
津
火
力
発
電
所
は
最
大

出
力
５
１
６
万
KW
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
と
し
て

は
、
世
界
で
も
最
大
級
で
す
。

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
設

国
で
は
令
和
５
年
に

「Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た

基
本
方
針
」
策
定
や

「水
素
基
本
戦
略
」
改
定

等
が
な
さ
れ
、
今
後
10
年
間
で
150
兆
円
規
模
の

Ｇ
Ｘ
投
資
の
実
現
、
水
素
社
会
実
現
に
向
け
た

供
給

・
需
要
の
大
規
模
拠
点
整
備
や
支
援
制
度

等
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
水
素
や
ア
ン
モ

ニ
ア
の
実
証
化
に
向
け
巨
大
産
業
が
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
国
が
か
り
の
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ

シ
ュ

（見
せ
か
け
の
環
境
対
策
）
の
色
合
い
の

濃
い
も
の
で
す
。

横
浜
市
に
お
い
て
も
国
の
動
向
に
対
応
し
、
Ｇ

Ｘ
投
資
を
呼
び
込
み
な
が
ら
２
０
５
０
年
に
向

け
た
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る
た
め
、
「横
浜
脱
炭

素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
横
浜
市
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の
実
行
計
画
は
２

０
３
０
年
度
に
、
２
０
１
３
年
度
比
５
０
％
削

減
、
２
０
５
０
年
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
の
計
画
で

す
。
横
浜
市
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
４
割
を

排
出
し
て
い
る
臨
海
部
に
つ
い
て
、
着
実
な
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
脱

炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
、
横
浜

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
を
設
立
し
、

①
水
素
等
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模

・

需
要
の
拠
点
形
成
の
推
進
。

②
産
学
官
連
携

の
も
と
脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
も
っ

て
地
域
の
脱
炭
素
化
を
推
進
。

横
浜
市
の
オ
フ
ィ
ス
・
商
業

・
観
光
地
域
は
、

脱
炭
素
に
意
欲
的
な
企
業

・
施
設
が
集
積
し
て

い
る
、
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
を

「脱
炭
素
先

行
地
域
」
に
選
定
し
、
「み
な
と
み
ら
い
水
素
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
の
利
活
用
に
向

け
た
調
査
、
検
討
を
進
め
る
。

１
、
最
大
限
の
省
エ
ネ

➀
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
前
倒
し
で
進
め
る
。
②

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
、
今
後
建
設
さ
れ
る
建

築

物
に
つ
い
て
、
最
大
限
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の

配
慮
を
求
め
る
。

２
、
電
力
の
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の

転
換

➀
太
陽
光
発
電
設
備
の
新
設

・
増
設
を
進
め

る
。

②
公
共
施
設
の
未
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
豊
富
に
有

す
る
地
方
自
治
体
と
の
連
携
の
強
化
で
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
横
浜
市
内
事
業
者
等

へ
供
給

３
、
地
域
冷
暖
房
に
お
け
る
熱
の
低

・
脱
炭

素

４
、
廃
棄
物
の
資
源
循
環
の
推
進

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
で
発
生
す
る
食
品

廃
棄
物
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
よ
る
、
資
源
循
環
の
推
進
。

５
、
市
民

・
事
業
者
、

一
人
ひ
と
り
の
脱
炭
素

化

へ
の
行
動
変
容
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
を
行
う
。

な
ど
で
す
。
碧
南
市
も
具
体
的
な
施
策
で
二

酸
化
炭
素
削
減
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（火
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

「グリーンウォッシュ」とは、実態を伴わ

ない環境配慮で自社や商品のイメージ

を高め、消費者を誤認させる広報戦術

のことを指します。グリーンウォッシュの

問題点は、消費者を誤解させ、環境を

守るために本来必要な取組みを遅らせ

てしまうことにあります。


